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予 算 決 算 委 員 会 記 録 

 

令和５年６月２２日（木曜日） 

  午前１０時００分開議 

  場所：第１委員会室 

 

１．本日の会議に付した案件 

  １． 議第３８号 専決処分事項の承認につ

いて 

専決第２号 令和４年度

玉名市一般会計補正予算

（第１０号） 

  ２． 議第４２号 専決処分事項の承認につ

いて 

専決第７号 令和５年度

玉名市一般会計補正予算

（第１号） 

  ３． 議第４３号 令和５年度玉名市一般会

計補正予算（第２号） 

  ４． 議第４４号 令和５年度玉名市国民健

康保険事業特別会計補正

予算（第１号） 

  ５． 議第４５号 令和５年度玉名市介護保

険事業特別会計補正予算

（第１号） 

  ６． 議第４６号 令和５年度玉名市浄化槽

整備事業特別会計補正予

算（第１号） 

  ７． 議第４７号 令和５年度玉名市水道事

業会計補正予算（第１号） 

  ８． 議第４８号 令和５年度玉名市公共下

水道事業会計補正予算

（第１号） 

 

２．出席委員（２２名） 

 委  員  長    多田隈 啓 二 君 

 副 委 員 長    一 瀬 重 隆 君 

 委     員    大 野 豊 重 君 

 委     員    中 村 慎 吾 君 

 委     員    浜 田 繁次郎 君 

 委     員    瀬 崎   剛 君 

 委     員    田 浦 敏 晴 君 

 委     員    山 下 桂 造 君 

 委     員    立 川 信 之 君 

 委     員    坂 本 公 司 君 

 委     員    𠮷 田 真樹子 さん 

 委     員    北 本 将 幸 君 

 委     員    松 本 憲 二 君 

 委     員    德 村 登志郎 君 

 委     員    西 川 裕 文 君 

 委     員    江 田 計 司 君 

 委     員    近 松 惠美子 さん 

 委     員    前 田 正 治 君 

 委     員    作 本 幸 男 君 

 委     員    森 川 和 博 君 

 委     員    中 尾 嘉 男 君 

 委     員    田 畑 久 吉 君 

 

３．欠席委員（なし） 

 

４．事務局職員出席者 

 事 務 局 次 長    松 野 和 博 君 

 書 記    森 川 留美子 さん 

 書 記    古 閑 俊 彦 君 

 書 記    德 永 優 貴 君 

 

５．説明のため出席した者 

 副  市  長    村 上 隆 之 君 

 総 務 部 長    𠮷 田 勇 人 君 

 企画経営部長    宮 本 圭一郎 君 

 市民生活部長    松 田 智 文 君 

 健康福祉部長    瀬 崎 しのぶ さん 

 産業経済部長    井 上 康 博 君 

 建 設 部 長    田 代 史 典 君 

 建設部首席審議員    平 田 道 生 君 

 企 業 局 長    荒 木   勇 君 
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 教 育 部 長    藤 森 竜 也 君 

 教育部首席審議員    荒 谷 邦 治 君 

 議会事務局長    糸 永 安 利 君 

 総 務 課 長    前 田 弘 信 君 

 秘 書 課 長    外 村 靖 国 君 

 財 政 課 長    木 村 隆 宏 君 

 企画経営課長    石 貫 誠 哉 君 

 地域振興課長    平 川 伸 治 君 

 管 財 課 長    渡 邉 一 正 君 

 情報政策課長    大 石 晋 史 君 

 税 務 課 長    冨 安   崇 君 

 環境整備課長    塚 本 昭 広 君 

 総合福祉課長    小 山   聡 君 

 くらしサポート課長    平 田 光 紀 君 

 高齢介護課長    中 川 由 美 さん 

 保険年金課長    松 下   匡 君 

 保健予防課長    村 上 洋 治 君 

 子育て支援課長    中 野 光 昭 君 

 農業政策課長    前 田 竜 哉 君 

 水産林務課長    小 川 昭 彦 君 

 観光物産課長    伊 藤 恵 浩 君 

 土 木 課 長    田 上 幸 二 君 

 土木課審議員    宇 野 貴 善 君 

 都市整備課長    中 尾 賢 治 君 

 都市整備課審議員    中 川 英 昭 君 

 営 繕 課 長    平 川 裕 一 君 

 会計管理者兼会計課長    土 村 正 成 君 

 上下水道総務課長    津 川 隆 一 君 

 上下水道工務課長    田 上 武 靖 君 

 教育総務課長    西 原 正 信 君 

 教育総務課審議員    田 中 良 幸 君 

 教育総務課審議員    成 瀬 陽 一 君 

 教育総務課審議員    島 田 浩 一 君 

 議会事務局次長    松 野 和 博 君 

 その他関係職員 

 

午前１０時００分 開会 

－－－－－－○－－－－－－ 

○委員長（多田隈啓二君） 皆さん、おはようご

ざいます。 

 委員会を始めまる前に申し上げます。 

 委員会はインターネット配信をしておりますの

で、各位並びに執行部におかれましては個人情報

等の発言には十分御注意を願います。 

 審査に当たっての発言の際には、必ず挙手をさ

れ、指名しますので、委員においてはマイクスタ

ンドのボタンを押して氏名を述べられてから発言

し、終わりましたら再度ボタンを押してください。

執行部においては、ワイヤレスマイクのスイッチ

を入れ、所属と氏名を述べられてから発言し、終

わりましたらスイッチをお切りください。 

 また委員が質疑される際には、予算資料のペー

ジ番号及びナンバーを必ずお伝えいただくようお

願いします。 

 審査の順序・方法については、別紙の議案審査

進行表に従い行ないます。 

 各担当課からの説明は、配付しております予算

資料を基に行なわれますが、必要最小限の事業に

絞っての説明となります。 

 ただし、予算書等の内容は全て審査の対象であ

ることを申し添えます。 

 なお、一般会計における各事業の財源となる歳

入については、各事業の歳出の説明と併せて対応

する歳入を各担当課が説明します。よって、財政

課は財政課所管の歳入のみの説明となります。 

 最後に、執行部の皆さんに申し上げますが、説

明時間は審査案件ごと１０分以内を目安にお願い

します。 

 さて、本年４月１日付で定期人事異動があり、

お手元に配付しております執行部職員一覧のとお

り、新しい配置となっております。そこで、本日

出席されている新配置の職員の方におかれては、

自己紹介をお願いしたいと思います。順次お願い

いたします。 

○企画経営部長（宮本圭一郎君） おはようござ

います。企画経営部長の宮本と申します。どうぞ
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よろしくお願いいたします。 

○財政課長（木村隆宏君） おはようございます。

財政課長の木村でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○総務課長（前田弘信君） おはようございます。

総務課長を拝命いたしました前田と申します。ど

うぞよろしくお願いします。 

○情報政策課長（大石晋史君） おはようござい

ます。情報政策課長の大石と申します。よろしく

お願いいたします。 

○会計管理者兼会計課長（土村正成君） おはよ

うございます。会計管理者兼会計課長の土村です。

よろしくお願いいたします。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですかね、

はい。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 ただいまから、予算決算委員会を開会します。 

 今期、予算決算委員会に付託されております案

件は、議案８件でございます。 

 まず、総務部、企画経営部、市民生活部所管の

審査を行ないます。 

 議第３８号専決処分事項の承認について、専決

第２号令和４年度玉名市一般会計補正予算（第１

０号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○財政課長（木村隆宏君） 財政課長の木村でご

ざいます。 

 これから審査いただきます総務部及び市民生活

部所管に係る議第３８号専決処分事項の承認につ

いて、専決第２号令和４年度玉名市一般会計補正

予算（第１０号）につきましては、令和５年３月

３１日付で専決処分いたしましたので、地方自治

法第１７９条第３項の規定によりまして、議会に

報告し、その承認を求めるものでございます。 

 それでは、予算資料を用いて御説明いたします。 

 予算資料の１ページ目をお願いいたします。 

 １番の財政調整基金積立金４,５５７万円の追

加及び２番の減債基金積立金３,００２万３,００

０円の追加は、ともに債券切替えによる運用益の

積立てでございます。 

 次に、３番の市有施設整備基金積立金５億１,

１６３万９,０００円の追加は、今回の補正予算

の財源調整でございます。 

 財政課からの歳出に係る説明は、以上でござい

ます。 

○税務課長（冨安 崇君） 税務課長の冨安です。 

 引き続きまして、資料の１ページ中段、その他

一般財源のうち、市税につきましては、決算見込

み等を踏まえまして、固定資産税で２億４,００

０万円、たばこ税で７,０００万円、合計３億１,

０００万円の増額補正を行なっています。 

 増額の主な理由としましては、固定資産税は、

新幹線開業に伴う課税の特例及びコロナ特例減免

の終了等による増となります。たばこ税につきま

しては、売上げ本数の増によるものです。 

 市税につきましては、以上でございます。 

○財政課長（木村隆宏君） 財政課長の木村でご

ざいます。 

 引き続き予算資料の１ページ下段をお願いいた

します。 

 地方譲与税１,１７１万円の減額から、市町村

振興交付金１,２９３万７,０００円の追加までは、

当初予算時において主に国の地方財政計画の見込

みにより算定しておりましたが、譲与税、各種交

付金などの決定により補正するものでございます。 

 以上で、総務部及び市民生活部所管に係る議第

３８号専決処分事項の承認について、専決第２号

令和４年度玉名市一般会計補正予算（第１０号）

の説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） ありがとうございま

す。以上で執行部の説明は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 質疑及び委員間討議ありませんか。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 １ページのナンバー３の市有施設整備基金積立

金が、今回５億１,１００万円程度積み立ててあ

りますけど、これは何でこの基金に積み立てたつ
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かなあと。何らかの理由があっとかなと思って

ちょっとお尋ねします。 

○財政課長（木村隆宏君） 財政課長の木村でご

ざいます。 

 今回ですね、市有施設整備基金に５億１,００

０万円ほど積立を行なっておりますけども、これ

につきましては令和元年度に市民会館の建設の際

に５億円の基金の取崩しをこの基金のほうからい

たしておりますので、今後のですね、公共施設の

老朽化施設のことを考えますと、市有施設に積み

戻すという形で行なったところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 続けてですね、１ページのこれはその他一般財

源のところの一番下の市町村振興交付金なんです

けど、これは予算書を見るとハロウィンジャンボ

宝くじ交付金ということになってますけど、これ

は交付する、何というか、要件というか、どうい

うことで玉名市にこれだけ交付されたのか。 

 それと、この使い道ということでは別に限定は

ないんでしょう。限定があるんですかね。 

○財政課長（木村隆宏君） 財政課長の木村でご

ざいます。 

 まず、この市町村振興交付金でございますけど

も、ハロウィンジャンボ宝くじ、それとあと、夏

にございますサマージャンボ宝くじ等ございます

けども、熊本県が発売の主体となって発行する市

町村振興の宝くじの収益金をですね、元にいたし

まして、熊本県の市町村振興協会を通じまして市

町村に交付されるものでございます。 

 収益金の配分につきましては、総額の３分の１

を市町村の均等割として、また、３分の２を人口

割として交付されるものでございます。 

 交付金のですね、使途につきましてはですね、

公共施設、その他少子化・高齢化対策、地域情報

化対策、国際化の推進、環境対策、地域経済活性

化などに活用するという形で、使途についてはご

ざいますので。 

 以上でございます。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 では、使途についてはこれからということです

よね。あらかじめ特段の、今時点でこれに使うと

いうようなことは。一般財源で来るような感じで

思うとってよかわけですね。 

○財政課長（木村隆宏君） 財政課長の木村でご

ざいます。 

 はい、委員のお見込みのとおりでございます。 

○委員（前田正治君） はい、分かりました。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに質疑及び委員

間討議はありませんか。 

○委員（西川裕文君） 西川ですけども。 

 先ほど財政課長のほうから令和元年市民会館の

ときに市有施設整備基金積立金を崩したと。金額

はどれだけだったんですか。 

○財政課長（木村隆宏君） 財政課長の木村でご

ざいます。 

 令和元年度に取り崩した額につきましては、５

億円でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。ほ

かに質疑及び委員間討議はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議第３８号について

討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

 これより採決に入ります。 

 議第３８号専決処分事項の承認について、専決

第２号令和４年度玉名市一般会計補正予算（第１

０号）については、全員一致をもって承認するこ

とに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、
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さよう決定いたしました。 

 次に、議第４３号令和５年度玉名市一般会計補

正予算（第２号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課の石

貫です。 

 令和５年度一般会計補正予算（第２号）のうち、

総務部、企画経営部、市民生活部所管につきまし

て、主なものの内容を御説明いたします。 

 補正予算資料の４ページをお願いいたします。

第１表歳入歳出予算補正の一番下になります。 

 番号３番のサテライトオフィス等拠点整備支援

事業７,０００万円の補正について、まずサテラ

イトオフィス等拠点整備支援補助金は、民間事業

者が実施するサテライトオフィス、シェアオフィ

ス、コワーキングスペースなどの開設、運営につ

いて市が補助金により支援する事業で、市外から

本市への新たな企業や人の流れをつくり、雇用の

拡大や地域の活性化を図るものでございます。具

体的には、市内２か所、在来線玉名駅周辺の市中

心部、それと、過疎指定されている天水地区の２

か所を候補地として、７月から公募を行ない、８

月中旬にはプロポーザルでそれぞれの事業所を選

定する予定で、来年２月末までに運営を開始する

こととしております。 

 公募の際に想定しているサテライトオフィス等

拠点施設は、２か所とも１０人から２０人が利用

可能で、最低２社が入居できる事務所スペースや、

テレワークができるコワーキングスペースのほか、

地域との交流ができるオープンスペースを備えた

施設を想定して募集を行なう予定です。 

 またこのほかに、設置されるサテライトオフィ

スへの入居募集や利用の促進など、大都市圏など

に向けたＰＲやプロモーションを行なう施設利用

促進プロジェクト業務委託、あるいは市外からの

企業進出を支援することを目的としたサテライト

オフィス等進出支援補助金も併せて実施するとい

う内容になります。 

 なお、この事業の財源は、国のデジタル田園都

市国家構想交付金で事業費の２分の１が交付され

るものでございます。 

 以上でございます。 

○地域振興課長（平川伸治君） 地域振興課の平

川です。 

 続きまして、５ページ上段をお願いいたします。 

 ナンバー４番の地域づくり事業で３００万円の

増額をお願いするものでございます。 

 そのうち、高校の魅力化や交流拠点の整備を行

なう若者が輝くまちづくり事業分の１００万円に

つきましては、高校生以上の若者で構成します玉

名未来づくり研究所のテーマでもございます高校

生の居場所づくりの場として市内の商業店舗を活

用して取り組むもので、カリーノ玉名店の店舗１

区画を若者と地域の接点をつくり出すという目的

において、高校生のまちづくり事業の活動拠点と

して借用し、高校生の作品展示やイベント等を実

施するものでございます。 

 財源としましては、企業版ふるさと納税でいた

だきました寄附金を財源とした基金を事業費総額

に充当するものでございます。 

 それともう一つ、地域循環共生圏づくりのため、

天水地区に地域運営組織の組織化を行なう事業で

ある地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

の２００万円につきましては、環境省が提唱して

いる地域循環共生圏という考えの下、昨年過疎地

域に指定されました天水地区をモデル地区として、

自分たちの足元にある地域資源を最大限に活用し

ながら、環境、経済、社会をよくしていくための

ビジネスや事業を始めるための土台づくりを目指

すものでございます。地域の担い手を育成すると

ともに、地域外との経済をしっかり回すことで、

地域の活力が最大限に発揮されるような持続可能

な組織づくりを行なうための事業です。 

 財源としましては、環境省の地域循環共生圏づ

くりプラットフォーム事業補助金を活用するもの

でございます。 
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 以上です。 

○総務課長（前田弘信君） 総務課の前田です。 

 予算資料５ページ、下段のほうをお願いします。 

 ３款民生費の９番になります。 

 ＬＰガス使用世帯支援事業の１億１,６８９万

円は、物価高騰の影響を受けたＬＰガス使用世帯

約１万６,２００世帯を対象に、１世帯当たり６,

０００円、９,７２０万円を熊本県ＬＰガス協会

を通して支援を行なうものでございます。また、

その事務処理に要する経費１,９６９万円と合わ

せまして補正をお願いするものでございます。 

 なお、この事業の財源につきましては、県２分

の１の物価高騰対応生活者支援交付金及び国の地

方創生臨時交付金を充てる予定といたしておりま

す。 

 以上です。 

○環境整備課長（塚本昭広君） 環境整備課の塚

本でございます。 

 予算資料の７ページ上段をお願いいたします。 

 ２１番一般廃棄物適正処理事業の８７６万１,

０００円は、今年１月２４日に発生した暴風雪に

より、有明海のノリ養殖場においてノリ網、支柱

等が大量に破損して、甚大な被害が及んでおりま

す。その支援策として、被害を受けたノリ網等の

処理を行なう費用でございます。 

 ちなみに、全体の処分量は、ノリ網７,３９９

枚、支柱１,５６８本を見込んでおります。 

 以上でございます。 

○総務課長（前田弘信君） 総務課の前田です。 

 予算資料の９ページをお願いします。 

 各款職員等人件費の１,２３９万９,０００円の

増額のうち、給料から地域手当までは、職員の人

事異動等に伴う人件費の調整分で、共済費につき

ましては、負担金率改定による増額でございます。 

 次に、各款会計年度任用職員人件費の１,０２

２万１,０００円の増額は、会計年度任用職員の

雇用期間継続に伴う昇給による人件費調整及び育

児休業等代替職員の雇用に伴う増額でございます。 

 以上でございます。 

○財政課長（木村隆宏君） 財政課長の木村でご

ざいます。 

 引き続き予算資料の９ページ下段をお願いいた

します。 

 今回の補正の財源でございますが、その他の一

般財源の内訳につきましては、国庫支出金の新型

コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金４

億２,６２３万９,０００円の追加、県支出金の物

価高騰対応生活者支援交付金５,８４４万５,００

０円の追加、繰越金２億８,１１１万３,０００円

の追加は、今回の補正の財源調整でございます。 

 財政課からの説明は以上でございます。 

○管財課長（渡邉一正君） 管財課、渡邉です。 

 予算資料１０ページをお願いいたします。 

 第２表債務負担行為補正です。 

 これは、先日の全員協議会において説明させて

いただきました公共施設包括管理業務委託に係る

ものです。 

 期間は、令和６年度から令和１０年度までの５

か年とし、総額１１億３,５８１万６,０００円と

する限度額の設定をお願いするものでございます。 

 以上で、総務部、企画経営部、市民生活部所管

に係る議第４３号の説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 質疑及び委員間討議はありませんか。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

 ２款総務費の４ページ、歳入歳出のナンバー３

なんですけども、サテライトオフィスの件なんで

すが、先ほどの説明では業務委託費については都

心部とか市外に対してのプロモーションだとか誘

致に関わる広報で１,２００万円と。そのほか整

備支援補助金が５,４００万円、で、オフィス進

出支援補助金、これが４００万円とありますけど

も、この具体的な内訳を教えていただければと思

います。 
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○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課、石

貫です。 

 まず施設利用促進プロジェクト業務委託の１,

２００万円になりますけども、こちらにつきまし

て、内容としましては、誘致ツアーの実施、実際

玉名に来てもらい、サテライトオフィスの立地環

境などを見てもらう誘致ツアーの実施とか、ウェ

ブサイトやＳＮＳの運用費、それとか、施設紹介

ＰＲ動画の制作、マッチングイベント実施などを

想定しております。この中で、ウェブとＳＮＳに

つきましては、現在、商工政策課のほうが企業誘

致に関しまして運用していますウェブとＳＮＳの

ほうを追加拡大して活用しようというふうに考え

ております。 

 そのほかの分野につきましては、９月頃、事業

者を公募してプロポーザルで選定をするという予

定になりますので、個別のどんな内容にするかと

いうのは、その提案によるものというふうに考え

ております。 

 サテライトオフィス等拠点整備事業補助金につ

きましては、これにつきましては、例えばサテラ

イトオフィスにつきまして既存の空き店舗を改修

する改修費用、それとか、内部で使用する什器、

通信機器の整備とか、オフィスで通常使用するよ

うな機器の購入費用などが想定されていますが、

具体的にはこちらのほうもプロポーザルでの提案

ということになりますので、その提案内容に従っ

て内訳のほうは定まってくるというふうに考えて

おります。 

 最後のサテライトオフィス等進出支援補助金の

４００万円につきましては、１企業につき１００

万円を支援するという内容になりまして、これは

市外から入居する企業に対する支援金で、活用の

イメージとしましては、使途に制限はございませ

んけども、例えば社員の引っ越し費用とか旅費、

滞在費用、研修費用とかもろもろのそういった玉

名のサテライトオフィス進出に伴って発生するよ

うな費用に充ててもらうということを想定いたし

ております。 

 以上でございます。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

 ちょっと今３つの区分について説明あったんで

すが、まずその業務委託費のところでウェブだと

かＳＮＳで９月の決定に向けてプロポーザルで

やっていく中で、誘致ツアーっていうことを言わ

れましたけども、この誘致ツアーっていうものが

何なのかというのと、整備支援補助金で２か所に

空き店舗の改装だったり什器の補完だったり通信

設備の整備だったり、これ、単純に考えて１か所

当たり二千数百万円かかりますよね。どんだけす

ごいものをつくる気なのか。私、起業したときに、

本当それこそレンタルスペースとかで１万円とか

２万円とかそういうものだと思うんですけど、こ

れ、正直一軒家が建ちますよね、この金額だと。

どれだけのものをつくられるのか、整備されるの

か。 

 じゃあ今後、整備されたところに対しての家賃

はどうされていくのか。 

 ３つ目のオフィス進出支援補助金に関しては、

１企業に対して１００万円ということで、この支

給のタイミング、先ほどは用途は制限しないとい

う答弁だったんですけども、じゃあ支給のタイミ

ングは、手を挙げられたらすぐに支給されるのか、

後々支給されるのか。もしくは、支給されたとこ

ろが、いや、やっぱりやめたということで後ほど

撤退する、そういったところの制限はどうなのか。

そういったところをお伺いしたいんですが。 

○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課の石

貫です。 

 今回計上しています金額につきまして、まず

もって金額のほうの説明からいたしますと、冒頭

説明しましたように、国のデジタル田園都市国家

構想の交付金のほうを活用します。今回はプロ

ポーザルで募集をするようにしておりますけども、

これは国の交付金の上限額のほうで申請をしてお

りますので、この金額を上限として提案をしてい
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ただくということで考えております。 

 次に、誘致ツアーの実施に関しましては、こち

らのほうは玉名市のサテライトオフィスの立地環

境などを見てもらうことを目的としまして、関心

を持ってる事業所さんを集めまして、実際にサテ

ライトオフィスの立地環境を見てもらって利用に

つなげるという内容で、こちらもプロポーザルの

内容に期待をしているところです。 

 最後、サテライトオフィス等進出支援補助金の

１００万円の支給タイミングになりますけども、

これは今年度中に進出していただく企業が対象と

なっておりますので、今年度予算の支出になりま

すので、そのタイミングでの支給ということにな

ります。 

 以上です。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

 すいません、またかぶせるようで申し訳ないん

ですけれども、誘致ツアー、見てもらうためとい

うのは、これはあくまでもプロポーザルに参加す

る企業に玉名市に来てもらっていろいろ見てもら

う、そのための旅費が入っているという認識でよ

ろしいでしょうか。 

 そして、先ほど整備支援補助金の５,４００万

円のところはマックス金額ということなので、

じゃあ実際はどれぐらいになるのか、何か予測が

ついているのかどうかというところを。 

 仮にマックスで大体５,２００万円ぐらいで提

示されて、それで契約を結んだところで、それだ

けすばらしい施設になるところに、果たして新規

事業者というか、ほぼほぼＳＯＨＯだとか、そう

いう関係が入ってくるかと思うんですが、何かか

なりのギャップがあると思うんですね。いわゆる

一言で言えばぜいたくなんじゃないのかというぐ

らいの金額だと思うんですよ。 

 で、３つ目が、先ほどの支援補助金が、今年度

進出企業に対して１００万円。ということは、こ

れは今年度中に進出で手を挙げられたところにつ

いては、１００万円現金を振込なのかどうかで支

給するということで、例えばすぐ撤退したとして

もその辺の要件はつけられないという認識でよろ

しいでしょうか。 

○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課、石

貫です。 

 誘致ツアーにつきましては、プロポーザルで手

を挙げていただく企業の旅費ではなくて、実際誘

致のツアーそのものに係る費用の委託費になりま

す。 

 施設の整備費につきましては、実際空き店舗の

改装するときにどのくらいかかるかというのを見

込んでおりまして、空き店舗の改修、それと、什

器の整備、これが大体おおむねこのくらいの金額

がかかるというふうには一旦は見込んでおります。 

 それとあと、１００万円につきましては、これ

は返還要件のほうをつけることにしておりまして、

例えば５年以内の施設の利用を終了した場合、３

年未満だと全額、３年から５年だと半額のほうを

返還を求めるというようなことを条件にする予定

でございます。 

 以上です。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

 ちょっと逆に行くんですけれども、先ほど１０

０万円の部分については５年未満の返還要件をつ

けられるということなのでちょっと安心をしてお

ります。 

 やはりこの支援補助金の５,４００万円、結局

２分の１がデジタル田園都市国家構想交付金にな

りますので、２,７００万円が結局一般財源かと

思います。２,７００万円のうちのまた１か所当

たり半分ですから一千数百万円なので、ちょっと

ここはしっかりとですね、プロポーザルの内容を

ですね、見極めていっていただきたいというふう

に思います。 

 業務委託費の、すみません、旅費じゃなくてツ

アー費というのが、私、ちょっと理解できないん

ですけれども、まあ、いいです。ここはまた後ほ

ど個別に伺いたいと思います。 
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 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（大野豊重君） はい。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに質疑及び委員

間討議はありませんか。 

○委員（北本将幸君） 関連で。 

○委員長（多田隈啓二君） じゃあ北本委員から。

関連でお願いします。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

 今のサテライトオフィスのところなんですけど、

まとめると、結局、まず整備をどこかにしてもら

うということですか。整備をしてもらった後にど

こかの企業ば持ってくるということですか。その

整備するところをまずプロポーザルで選ぶという

ことですか。その場所とかもそのプロポーザルで

入ってくる企業がここでしたいというのば提案し

てくるということですかね。それとも玉名市があ

る程度、意外と学校の廃校ば使って、もうつくっ

て、ここば利用してくださいみたいなのもある

じゃないですか。じゃなくて、整備する、プロ

ポーザル提案してくる企業がここでするというの

を提案してくるということですか。天水と玉名で。 

○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課の石

貫です。 

 まず整備する運営事業者のほうをプロポーザル

で選定しますけども、場所のその２か所につきま

しては、エリアを本市のほうで指定をいたします

ので、そのエリア内で手を挙げる事業所さんが、

じゃあここにつくりますというふうなのを決めて

いただくということになります。 

 以上です。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

 そのここにつくりますの可能性的には、新しく

造る可能性もあるし、空き店舗を利用する可能性

もどっちもあるということですかね。 

○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課の石

貫です。 

 可能性としてはありますが、本市で想定してる

のは空き店舗のほう改修を想定したスケジュール

としております。 

 以上です。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

 で、できた後に、上のこの１,２００万円で

持ってくるということですか。どこかから企業を。 

○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課の石

貫です。 

 できてからというよりも、並行して動いていく

ような想定をしております。 

 以上です。 

○委員（北本将幸君） 最後にすみません。じゃ

あこのつくるお金がこの５,４００万円で、持っ

てくる金が１,２００万円で、この事業ばすると

いうことですか。だけん、天水と玉名のエリアの

２か所分ば。 

○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課の石

貫です。 

 委員お見込みのとおりでございます。 

○委員（北本将幸君） はい、分かりました。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（北本将幸君） はい。 

○委員長（多田隈啓二君） 中村委員、関連です

かね。 

○委員（中村慎吾君） いえ、違います。 

○委員長（多田隈啓二君） ああ、違う。じゃあ、

関連でしょう。 

○委員（大野豊重君） はい、関連です。 

○委員長（多田隈啓二君） ちょっと関連からよ

かですか。 

○委員（大野豊重君） すいません、ちょっと聞

き忘れてたんですけども、この２か所というのは

１か所当たり複数事業者が入る可能性もあるって

いう認識でよろしいですか。いわゆる、今、北本

委員のほうから例えば小学校跡地で、跡地を改修

すれば恐らく複数入れると思うんですよね。そう

いった可能性もある。２か所イコール２事業者

じゃなくて、２か所イコール複数事業者という認
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識もあり得ますか。 

○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課の石

貫です。 

 玉名駅周辺、天水地区、それぞれ１事業者が設

置運営ということになります。 

 以上です。 

○委員（大野豊重君） はい、分かりました。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（大野豊重君） もう１回再確認なんです

けど、プロポーザルって言われてましたけど、先

ほどの北本委員のその整理の仕方で、１,２００

万円で広報費で使って、５,０００万円のほうで

整備をする。このプロポーザルと言われてました

けども、これはそこの中に入る事業者がプロポー

ザルをするのか、それともそもそも広報のための

この１,２００万円というのは、広報に関するプ

ロポーザルで、実際中に入ってくる事業者は別も

んだという認識、どちらでしょうか。 

○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課長、

石貫です。 

 どちらかというふうに分かれてるわけではござ

いませんで、中に入る事業者のほうがこのＰＲの

ほうに手を挙げていただくことも当然想定してい

るところでございます。 

 以上です。 

○委員（大野豊重君） ありがとうございます。

以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（大野豊重君） はい。 

○委員長（多田隈啓二君） 関連ですか。すみま

せん、関連、どうぞ。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 今の関連でですね、空き店舗の改修ということ

だったっですけど、やっぱ居住してる空き家も視

野に入れたほうがよかっじゃなかっですか。エリ

アも大体２か所ということで、天水と玉名地域か

もしれんばってんですよ、やっぱ空き店舗が対象

なんですか。 

○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課の石

貫です。 

 空き店舗と申しましたけども、空き家も対象に

当然含まれてるというふうな意味での空き店舗で

ございました。 

○委員（前田正治君） 前田ですけど。 

 そうですね、実際どういう企業が来るだろうと

いう想定をされとっとですか。あるいはどういう

企業をターゲットにされとっとかな。何か考えは

あっとですかね。 

○企画経営課長（石貫誠哉君） 企画経営課の石

貫です。 

 サテライトオフィス等を設置運営する企業の想

定につきましては、サテライトオフィスを当然設

置運営したノウハウがあるようなところが手を挙

げるだろうというふうには思っております。 

 あと、中に入居する企業につきましては、テレ

ワーク等が実施可能なところが入居されるだろう

とは思っておりますけども、そちらにつきまして

は特に制限はありませんので、想定もしていない

ところでございます。 

 以上です。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 大体分かったっですけど、これはやっぱ７,０

００万円という金額を費やしての事業だけんです

ね、やっぱ事前説明と言うと語弊があっですけど、

事前にやっぱもっと説明があってもよかったっ

じゃなかつかなあと。この前の包括何とか業務と

同じようなですね。そういうふうな気がします。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） 関連はよろしいです

かね。ほかにありませんかね。関連はないですね。

じゃあ、中村委員、どうぞ。 

○委員（中村慎吾君） 中村です。 

 ちょっと５ページのこの４番ですね。地域づく

り事業で地域循環共生圏づくりのため、天水地区

に地域運営組織の組織化を行なうというのがある

んですけども、これというのは、実際、既存の組
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織をどうにかするのか、また新しくつくられるの

か。ちょっと内容のほうを教えていただきたいん

ですけれども。 

○地域振興課長（平川伸治君） 地域振興課の平

川でございます。 

 ５ページの４番、地域づくり事業のうちの１つ、

地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業につ

いて、若干説明をさせていただきたいと思います。 

 どのようなことをするのかということで説明を

しますと、先ほども説明でちょっと申し上げまし

たけれども、天水地区をまずモデル地区として、

自分たちの足元にある地域資源を活用しまして、

地域の環境、経済、社会をよくしていくためのビ

ジネス、事業を始めるための土台づくりをまず行

なうための事業でございます。 

 人口減少によって地域の担い手の減少、それと

内外との人のつながりが希薄となっていることを

鑑みまして、コーディネーターによるワーク

ショップや地域づくりのシンポジウムなどを開催

しまして、地域をよくしたいと思う人々のつなが

りづくりをまず行ない、小さな活動主体を多くつ

くり出し、その組織化を行なって、内外の関係人

口の促進につなげることを目的として実施をする

ものでございます。例えば地域内の農産資源だっ

たり観光資源、今ある資源を活用して、都市部か

らの収穫体験者を誘致したり、例えば地場産品の

開発等を参加する人たちのアイデア出しによって、

何をやっていくかというのをまとめ、活力のある

地域づくりを目指すような検討会を開催しまして、

それを実行に向けた組織づくりを行なうための事

業でございます。 

○委員（中村慎吾君） 中村です。ありがとうご

ざいました。 

 よく勉強会で、分科会みたいなのもありますけ

ども、そういう中でいろんな組織をつくった中で

のこの事業を行なって、この１３０万円ですか、

そういう会議の運営費みたいになるんですかね。 

○地域振興課長（平川伸治君） 地域振興課の平

川でございます。 

 今言われたのは、委託の内容ということでよろ

しいでしょうか。 

○委員（中村慎吾君） はい、そうです、すいま

せん。 

○地域振興課長（平川伸治君） 委託費の内容と

しましては、ワークショップファシリテーターを

お願いする委託料であったり、地域資源観察会の

委託であったり、計画の取りまとめ、それと活用

報告、情報発信委託等の費用でございます。 

○委員（中村慎吾君） はい、ありがとうござい

ました。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（中村慎吾君） はい。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 今のところでですね、この地域循環共生圏づく

りプラットフォーム事業補助金というのは、仮に

来年も申請すれば来っとですか。それとも１回き

りなんですかね。 

○地域振興課長（平川伸治君） 地域振興課の平

川でございます。 

 この事業に関しては今回で終わりですけども、

引き続き、またいろんな活用ができるような補助

金であったりというのを検討していきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 じゃあそういう組織体ができたとすっじゃない

ですか。２００万円の立ち上がり資金もろうてで

すね。それが、運営していく中では何らかの支援

を玉名市も今後、何年するか知らんですけど、一

応続けるという方向なんですかね。 

○地域振興課長（平川伸治君） 地域振興課の平

川でございます。 

 基本的には、参加する人たちの自走化を目指す

事業でございますけれども、来年度以降も市は当

然引き続き支援をして、いろんなところに関わっ
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てはいきたいと思っております。 

○委員（前田正治君） なるほど。はい、分かり

ました。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。ほ

かに。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

 ４ページの市の公式ＬＩＮＥの電子申請のとこ

ろで、これ、何が電子申請できるようになって、

どんくらいば想定しとっとですか。 

○地域振興課長（平川伸治君） 地域振興課の平

川でございます。 

 電子申請オンライン決済事業でございますけど

も、想定としましては、市民課のほうで証明書関

係の発行を行なっておりますけれども、令和４年

度で証明書の発行件数が約７万７,０００件、そ

のうち郵送での交付実績が５,０００件ほどあり

ますので、５,０００件というところで積算をし

ております。 

○委員（北本将幸君） 分かりました。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。 

○委員（田畑久吉君） 田畑です。 

 この中で若者が輝くまちづくり事業業務委託と

なってますね。この業務委託をするときに、どう

いうことを進めれる予定ですかね。 

○地域振興課長（平川伸治君） 地域振興課の平

川でございます。 

 地域づくり事業のうちの若者が輝くまちづくり

事業の業務内容についてですが、委託の内容とし

ましては、先ほど商業スペースの一画を借用して

事業を行なうということを申し上げましたけれど

も、玉名市内の高校生と一緒に本棚をそのスペー

スに作ろうという計画をしておりますので、その

本棚とかを準備してもらう委託料になります。 

○委員（田畑久吉君） それと、この事業が天水

地区に限られた書籍づくりになってますよね。天

水は、現在、過疎化対策の問題がありますし、そ

の関連事業とはどのような関連を持って考えてお

られるのか、ちょっとお尋ねします。それはもち

ろん別だと思いますけどね。 

 いや、また後で聞きますからいいです。はい、

いいです。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

 ほかにありませんかね。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） じゃあちょっと私の

ほうから。多田隈です。 

 ５ページなんですけど、ナンバーがですね、９

番のＬＰガス使用世帯の支援事業ということで補

正組まれてますけど、このＬＰガスのですね、補

助のですね、期間。いつまでなのかちょっと分か

んないんでお伺いしたいというのと、補助による

ですね、値引きの確認は、市民の方はどうやって

されるのか。その２点をお伺いしたいと思います。 

○総務課長（前田弘信君） 総務課の前田です。 

 この期間につきましては、国のエネルギー対策

でガソリンとか都市ガスあたりを今年の１月から

９月までを期間としておられますので、このＬＰ

ガスに関してもその期間になるものと考えており

ます。 

○委員長（多田隈啓二君） はい。 

 と、市民の方がどうやって値引き価格の確認を

されるのかという。 

○総務課長（前田弘信君） ＬＰガス協会を通し

て支援を行ないますので、そこと契約しとられる

世帯ということになってきます。それで、申請す

る場合は１か月分の領収書を添付して申請すると

いう形になっております。 

○委員長（多田隈啓二君） 分かりました。あり

がとうございます。 

 また、ちょっと関連なんですけど、その中で事

務費として１,９６９万円計上されておりますけ

ど、このまた団体だったり内訳はどのようになっ

てるのかお伺いしたいと思います。 

○総務課長（前田弘信君） 総務課の前田です。 

 基本的にはですね、県のＬＰガス協会のほうか

ら交付申請が上がってくると思うんですけれども、
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それに対して各地区の販売店あたりが事務を行な

う上での事務費等に充てられるものと考えており

ます。 

○委員長（多田隈啓二君） はい、分かりました。

ありがとうございます。 

 あと１点、ちょっと。１０ページなんですけど、

公共施設のですね、包括管理業務委託ということ

で、これ、全員協議会で説明あったんで、中身は

いんですけど、あのときの全員協議会の中でも心

配されたのが、地元の協会との話合いがどうなの

かとか、いろいろ出たと思いますけど、その後、

何かそういうやり取りがあったのか、なかったの

か。地元の建設業協会とかですね。これを進める

において、市内の業者の配慮をされたのか、お伺

いしたいと思います。 

○管財課長（渡邉一正君） 管財課、渡邉です。 

 全員協議会の御説明の段階では、それぞれ建築、

電気、管工事と３社ずつ御説明に伺って意見徴収

をさせていただいてますが、その後にですね、ま

た建築関係の３社とちょっと機会がございました

ので、またしっかり説明をさせていただいており

ます。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） はい、分かりました。

納得されたということでよろしいですかね。はい、

分かりました。ありがとうございます。 

 ほかに、質疑及び委員間討議はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて、質疑及び

委員間討議を終結いたします。 

 ここで執行部の入替えのため、暫時休息いたし

ます。再開は午前１１時から行ないます。 

－－－－－－○－－－－－－ 

午前１０時５０分 休憩 

午前１１時００分 開議 

－－－－－－○－－－－－－ 

○委員長（多田隈啓二君） それでは、休憩前に

引き続き、委員会を開きます。 

 次に、産業経済部、建設部、企業局所管の審査

を行ないます。 

 審査に入る前に、定期人事異動で新しい配置と

なられました職員の皆さんに自己紹介をお願いし

たいと思います。 

○産業経済部長（井上康博君） おはようござい

ます。産業経済部長の井上康博と申します。よろ

しくお願いいたします。 

○建設部首席審議員（平田道生君） おはようご

ざいます。今年４月から県からの人事交流として

建設部の首席審議員として参りました平田といい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○営繕課長（平川裕一君） おはようございます。

営繕課、課長の平川と申します。よろしくお願い

いたします。 

○農業政策課長（前田竜哉君） おはようござい

ます。農業政策課長の前田です。よろしくお願い

します。 

○水産林務課長（小川昭彦君） おはようござい

ます。水産林務課長の小川と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○土木課審議員（宇野貴善君） おはようござい

ます。土木課審議員の宇野と申します。よろしく

お願いします。 

○都市整備課審議員（中川英昭君） おはようご

ざいます。都市整備課の審議員となりました中川

と申します。よろしくお願いします。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上ですか。はい。

今後もですね、よろしくお願いいたします。 

 それでは、議第４３号令和５年度玉名市一般会

計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○農業政策課長（前田竜哉君） それでは、これ

より主な事業といたしまして計５件の要求内容に

ついて、担当課より順次説明をさせていただきま

す。 

 当農業政策課からは、主なものとしまして２件

の予算について説明をさせていただきます。 
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 では初めに、予算資料の７ページの中段をお願

いいたします。 

 まず２５番、新型コロナ対策農林水産業支援事

業の１億２,６７２万２,０００円の増額のうち、

主なものといたしまして、１億１,８８５万３,０

００円の増額につきましては、ウクライナ情勢や

円安などに伴います輸入原料価格の高騰から依然

厳しい経営を受けております畜産農家に対し、令

和５年中の飼料購入費を補助率５％で市が独自に

補助をするものでございまして、同様に厳しい経

営状況に置かれております施設園芸農家につきま

しても、本年１月から１２月までに購入する園芸

ハウスのビニール等被覆資材費を市が補助率１

０％で補助する畜産飼料・農業用被覆資材購入緊

急支援事業補助金でございます。こちらは、昨年

度からの継続支援となる市の独自の補助事業でご

ざいまして、財源には新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金を充当するものでござい

ます。 

 続きまして、その下、２６番、農林水産業燃油

価格緊急補塡事業の７,０００万円の増額につき

ましては、経営に占める燃油費の割合が極めて高

いとされる農業者を対象にしました国のセーフ

ティーネット構築事業による燃油費の価格補塡を、

市が補助率３分の１以内で追加補塡します農業燃

油価格緊急補塡事業補助金でございまして、昨年

１２月から４月までの５か月分を補助対象期間と

して予算化するものでございます。こちらも昨年

度からの継続支援となる市独自の補助事業でござ

いまして、先ほどと同じく財源には新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当する

ものでございます。 

 当課からは以上でございます。 

○水産林務課長（小川昭彦君） 水産林務課長の

小川です。 

 当課からは、１件の予算について説明をさせて

いただきます。 

 資料の８ページ上段をお願いいたします。 

 ３０番、水産振興事業で１,８２４万円の増額

をお願いするものです。主なものといたしまして

は、暴風雪によるノリ養殖場被害に伴う漁業者支

援事業補助金、１,４２４万円の増額です。これ

は、本年１月２４日から２５日未明にかけまして

強烈な暴風雪の影響により、ノリ養殖場におきま

してはノリ網が絡まったり、支柱が折れるなどの

被害が発生いたしました。このことから、被害を

受けられたノリ養殖業を営む漁業者が、安心して

来季の生産に向け取り組んでいただけるよう、漁

具の再整備に必要となるノリ網と支柱の購入費の

一部を市が独自に補助率１０分の２以内で補助す

るものでございます。 

 当課からは以上になります。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 観光物産課長の

伊藤でございます。 

 同じく予算資料の８ページをお願いいたします。 

 ３３番、受入れ体制整備事業は１,６６０万円

の増額で、ヘルスツーリズム造成事業業務委託１,

０００万円と、くまモン活用地域資源創出業務委

託６６０万円でございます。 

 まず初めに、ヘルスツーリズム造成事業業務委

託につきましては、訪日外国人観光客からも注目

度の高い、癒やし、健康を意識したヘルスツーリ

ズムを造成するもので、九州随一のパワースポッ

ト、蓮華院誕生寺奥之院と、絶景を眺め、体を整

え、地場の食事を味わう天水地域の２か所を起点

として、ヘルスツーリズムを確立させ、高付加価

値、高価格の実現を目指します。 

 なお、当該事業は観光庁の事業で、インバウン

ドの地方誘客や消費拡大に向けた観光コンテンツ

造成支援事業で、事業費の７割を補助されるもの

でございます。 

 続きまして、くまモン活用地域資源創出業務委

託は、くまモンの訴求力を最大限に活用しながら、

デジタル周遊キャンペーンや、動画を活用したプ

ロモーション、ウェブによる情報発信を行ない、

本市を多くの旅行者に対しＰＲし、かつ誘客事業
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を熊本県とともに実施するものであります。 

 なお、本事業の財源は、熊本県のくまモン活用

地域資源創出事業補助金、補助率４分の３を活用

するものとすることを前提としており、本年６月

中に予定されてる事業の交付内定時に不採択と

なった場合には、事業は実施しないものといたし

ます。 

 観光物産課からは以上でございます。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中

尾です。 

 同じく予算資料８ページをお願いします。 

 ３４番、都市計画総務費の４２４万６,０００

円の増額は、まちなか未来プロジェクトに関連す

る予算で、内容としまして、現在、庁内横断的な

職員で構成する玉名市まちなか未来プロジェクト

チームを設置しておりますが、令和６年度中に全

体構想を策定する予定でありました。しかし、検

討区域も広がり、検討テーマも多岐にわたってき

たこと、参加職員も５０名になることで、プロ

ジェクトチームの知見を高めること、少しでも早

く構想案を提案することが今後のプロジェクト工

程において重要であることと捉え、先進地研修旅

費及び令和６年度業務の一部である専門家による

課題解析、アドバイザー講演、会議支援など、業

務を委託するため計上するものです。 

 以上で産業経済部、建設部、企業局所管に係る

議第４３号の説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 質疑及び委員間討議はありませんか。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

 ８ページの７款商工費、ナンバー３３の受入れ

体制の整備事業で、ちょっと下のほうから行きま

すけど、今、説明で、くまモンのほうは県に申請

中で、これが通らなければ事業的にはやらないと

いうことだったんですが、その上のヘルスツーリ

ズムに関しては、これは先ほど７割が国からの補

助ということで、これは申請は終わって、通って

いるのかどうかということと、あと、そのヘルス

ツーリズムの中身で２か所、蓮華院と天水のほう

ということで挙げられましたけれども、これまで

の要は実績はどうだった。要は、この１,０００

万円かける根拠というかですね、それがこれまで

の状況からこういうふうな１,０００万円になり

ましたというような、そこのところの説明がいた

だけると助かります。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） ヘルスツーリズ

ム造成事業の業務委託につきましては、これは観

光庁より５月３０日付で採択の決定を受けている

ところでございます。 

 詳細というか、事業の内容という形でよろしい

ですか。 

○委員（大野豊重君） 要は、過去の実績まで含

めて。過去の実績というか、具体的な数字は要ら

ないんですけど、こういう流れがあって、こうい

うふうに今回してますという、そのもっていきか

たというか。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 今回、ヘルス

ツーリズム造成事業につきましては、何といいま

すか、癒やしと食のツアーといったところで２つ

の地域を選定してるというところで、１つ目の蓮

華院誕生寺につきましては、パワーの源をひもと

く高付加価値ガイドという形で、インバウンドの

お客様にとりましてはそういったふだんでは通り

過ぎてしまうような、ガイドブックには載ってい

ないような秘密の場所といったところで、パワー

スポットといった位置づけでここをチョイスして

いるところでございます。 

 それから、天水地域におきましては、絶景を眺

める地域の地の利といいますか、そういったとこ

ろで、絶景を眺めながらサウナ体験をしていただ

いて、癒やしと、それと天水地域の食というもの

にこだわったところでツアーを実施したいという

ところで、この２つの地域を選定しているという

ところです。 
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○委員（大野豊重君） ありがとうございます。 

 この業務委託というのは、そのツアーのＰＲを

メインで使われる予算ということでよろしいです

かね。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） そのＰＲも含め

てですね、今回、ツアーを実際に組むといったと

ころで、蓮華院のツアーにつきましては１人当た

り１万円のツアーで設定をしております。それか

ら、天水地域のほうにつきましては１人当たり１

万５,０００円ということで旅行ツアーを設定し

ておりまして、２つを組み合わせての販売も予定

しているといったところです。 

○委員（大野豊重君） 大野ですけど。 

 そもそもがインバウンド効果、いわゆる外国か

らの来日によるものなので、収益化できなければ

あんまり意味がないのかなっていうふうに私は

思ってまして、先週末、私、ちょっと由布院のほ

うに行ってまいったんですけども、金曜日の夜

行ったときが、午後６時半ぐらいに着いたときに

は人っ子一人いなくて店も全部閉まってて、日曜

日の夕方行ったときには午後５時前だったので、

物すごくやはりごちゃごちゃ、ごちゃごちゃ人が

いて、物すごいやっぱりバスが入ってきて、店舗

の方に話を聞くと、ほぼほぼ外国の方かなという

ことで、やはり店舗のほうも物すごい強気ですと。

午後５時になったら全部シャッター閉めますとい

うような扱いだったんですね。なので、やっぱり

そこで感じたのは、物すごいインバウンド効果が

あるんだなというふうにも感じてましたし、じゃ

あそれをこの玉名市で、この玉名市を目指して蓮

華院と天水とこのヘルスツーリズムによって収益

化できるぐらいのインバウンド効果があるのかど

うかといったところがちょっと気にはなるんです

けれども、そういった意味合いで、先ほど、今回

この事業に至るまでに当たってのこれまでの流れ

というのをちょっとお伺いしたところだったんで

すけど、これは新規ということで、今後、そのＰ

Ｒも含めてこの予算の中に入れられてるというこ

とだと思いますので、ぜひ収益化できるようにで

すね、やっていただきたいと思います。 

 予算的には足りてるんですか。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 予算的には十分

足りております。 

 先ほどのＰＲの部分でちょっと補足をいたしま

すと、この２つのツアーにつきましては、旅館、

ホテルでサイトやホームページを通じて販売をす

るというような設定をしておりまして、今後、訪

日外国人旅行者向けの旅行エージェントと共同で

ですね、進めていきたいというふうに考えており

ます。 

○委員（大野豊重君） はい、ありがとうござい

ます。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（大野豊重君） はい。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。 

○委員（松本憲二君） すみません、松本です。 

 ８ページの３４番、まちなか未来プロジェクト

関係経費ということで、この旅費で先進地研修３

か所と。この３か所は決まっとっとですかね。ど

こと、どこと、どこ。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中

尾です。 

 候補地としては考えておるところが、大体東日

本で２か所、西日本で１か所。一応計上しとりま

すけど、まだ申込みもしてませんし、確定したわ

けではないということになります。 

 以上です。 

○委員（松本憲二君） この先進地研修ていうこ

となんですけども、何を目的に、どういったこと

ば想定して先進地というか。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中

尾です。 

 まず駅を中心としたまちづくり再開発をされて

いったところとか、あと、うちもプラットフォー

ムつくりますけど、プラットフォームをつくって

まちづくりをした自治体とかいうのを大体目標に
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選定して研修に行くという。 

 それと、ほかにも２０個ありますので、それぞ

れのところでこういうところを見てみたいちゅう

とが出てきたら、そちらにも含めて行こうという

ふうには考えております。 

 以上です。 

○委員（松本憲二君） はい、分かりました。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（松本憲二君） はい。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。 

○委員（近松惠美子さん） ８ページのですね、

７款ですね、玉の湯の修繕料の監視カメラなんで

すけど、この監視カメラは脱衣所につけるんです

か、お風呂の中ですか。どこにつけるんですかね。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 監視カメラにつ

きましては、ほっとプラザたまララの監視カメラ

の修繕料ということで計上させていただいており

ます。 

○委員（近松惠美子さん） 分かりました。ほっ

とプラザたまララですね。私、温泉かと思って

びっくりしました。了解です。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。ほ

かにありませんかね。大丈夫ですか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

 次に、議第４６号令和５年度玉名市浄化槽整備

事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたし

ます。 

 執行部の説明を求めます。 

○上下水道総務課長（津川隆一君） 上下水道総

務課長の津川でございます。 

 予算資料１２ページの中段をお願いいたします。 

 議第４６号令和５年度玉名市浄化槽整備事業特

別会計補正予算（第１号）について御説明いたし

ます。 

 第１表歳入歳出予算補正、１番の一般管理費２

０６万５,０００円の減額は、定期人事異動に伴

う企業局職員１名分の職員給与等の調整でござい

ます。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 議第４６号について、質疑及び委員間討議はあ

りませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 質疑及び委員間討議

なしと認めます。 

 これにて質疑及び委員間討議を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議第４６号について

討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

 これより採決に入ります。 

 議第４６号令和５年度玉名市浄化槽整備事業特

別会計補正予算（第１号）については、全員一致

をもって可決することに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

 次に、議第４７号令和５年度玉名市水道事業会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○上下水道総務課長（津川隆一君） 上下水道総

務課長の津川でございます。 

 予算資料１３ページをお願いいたします。 

 議第４７号令和５年度玉名市水道事業会計補正

予算（第１号）について御説明いたします。 

 収益的支出、１款水道事業費用２２４万１,０

００円の増額は、定期人事異動に伴う企業局職員

１０名分の給与等の調整でございます。 

 以上、説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 
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 議第４７号について、質疑及び委員間討議はあ

りませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 質疑及び委員間討議

なしと認めます。 

 これにて質疑及び委員間討議を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議第４７号について

討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

 これより採決に入ります。 

 議第４６号令和５年度玉名市水道事業会計補正

予算（第１号）については、全員一致をもって可

決することに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

 次に、議第４８号令和５年度玉名市公共下水道

事業会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○上下水道総務課長（津川隆一君） 上下水道総

務課長の津川でございます。 

 同じく予算資料１３ページの中段になります。 

 議第４８号令和５年度玉名市公共下水道事業会

計補正予算（第１号）について御説明いたします。 

 収益的支出、１款公共下水道事業費用２５９万

９,０００円の増額は、定期人事異動に伴う企業

局職員１０名分の給与等の調整でございます。 

 以上、説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 議第４８号について、質疑及び委員間討議はあ

りませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 質疑及び委員間討議

なしと認めます。 

 これにて質疑及び委員間討議を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議第４８号について

討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

 これより採決に入ります。 

 議第４８号令和５年度玉名市公共下水道事業会

計補正予算（第１号）については、全員一致を

もって可決することに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

 ここで執行部の入替えのため、暫時休憩いたし

ます。再開は１１時３５分から行ないます。 

－－－－－－○－－－－－－ 

午前１１時２７分 休憩 

午前１１時３５分 開議 

－－－－－－○－－－－－－ 

○委員長（多田隈啓二君） 休憩前に引き続き、

委員会を開きます。 

 次に、健康福祉部所管の審査を行ないます。 

 審査に入る前に、定期人事異動で新しい配置と

なられました職員の皆さんに自己紹介をお願いし

たいと思います。順次お願いいたします。 

○健康福祉部長（瀬崎しのぶさん） 皆様、こん

にちは。４月１日の定期人事異動で健康福祉部長

を拝命いたしました瀬崎しのぶと申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○高齢介護課長（中川由美さん） こんにちは。

４月の人事異動によりまして高齢介護課長を拝命

しました中川でございます。よろしくお願いしま

す。 

○保健予防課長（村上洋治君） ４月１日付の人

事異動で保健予防課長を拝命いたしました村上で

ございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） 今後ともどうぞよろ

しくお願いします。 

 それでは、議第４２号専決処分の事項の承認に
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ついて、専決第７号令和５年度玉名市一般会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野です。 

 これから審査いただきます議第４２号専決処分

事項の承認について、令和５年度玉名市一般会計

補正予算（第１号）につきまして、令和５年４月

２０日に専決処分しましたので、地方自治法１７

９条第３項の規定により議会に報告し、承認を求

めるものです。 

 この専決処分については、委員の皆さんに４月

２１日に資料を配付させていただいた予算となり

ます。 

 予算資料の２ページをお願いいたします。 

 食費等の物価高騰に直面し影響を受ける低所得

の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活の

支援を行なう観点から、国において、児童扶養手

当受給者等の低所得の独り親世帯や、その他の住

民税均等割が非課税の子育て世帯に対し、児童１

人当たり５万円の特別給付を支給するものです。 

 申請が不要なプッシュ型の給付については５月

３１日に支給しており、物価高騰の影響を受けて

家計が急変している等の申請が必要な方について

は、今後随時受け付けし、支給することとしてお

ります。 

 １番、子育て世帯生活支援特別給付金給付事業、

独り親以外ですが、３,９７２万７,０００円の追

加でございますが、独り親世帯以外の低所得の子

育て世帯に給付する給付金でございます。給付金

として、３５５世帯７８０人を見込み３,９００

万円、また、時間外勤務手当などの事務費として

７２万７,０００円を予算化しているところです。 

 予算資料の３ページをお願いいたします。 

 次に２番、子育て世帯生活支援特別給付金給付

事業独り親世帯分、４,７９３万５,０００円の追

加でございますが、独り親世帯の低所得の子育て

世帯に給付する給付金でございます。給付金とし

て６０４世帯９４３人を見込み４,７１５万円、

また、時間外勤務手当などの事務費として７８万

５,０００円を予算化しているところです。 

 財源としましては、１番、２番、いずれも国か

らの全額補助でございます。 

 以上で、議第４２号令和５年度玉名市一般会計

補正予算（第１号）の説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 議第４２号について、質疑及び委員間討議はあ

りませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 質疑及び委員間討議

なしと認めます。 

 これにて質疑及び委員間討議を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議第４２号について

討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

 これより採決に入ります。 

 議第４２号専決処分事項の承認について、専決

第７号令和５年度玉名市一般会計補正予算（第１

号）については、全員一致をもって承認すること

に御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

 次に、議第４３号令和５年度玉名市一般会計補

正予算（第２号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○総合福祉課長（小山 聡君） 総合福祉課長の

小山でございます。 

 議第４３号令和５年度玉名市一般会計補正予算

（第２号）中、健康福祉部所管の主なものについ

て御説明を申し上げます。 

 補正予算資料の５ページをお願いいたします。 

 まず、７番、民生委員事業で、今回３５万４,
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０００円の追加をお願いするものでございます。 

 中身としましては、民生委員・児童委員連絡協

議会補助金の増額でございます。これは、県の民

生委員協議会補助金、これは県の１００％の事業

でございますけれども、県のほうの単価見直しに

よります増額でございます。 

 ちなみに、玉名市には６民生委員・児童委員連

絡協議会がございまして、１民生委員・児童委員

連絡協議会当たり、今までは１９万１,０００円

でございましたけども２５万円となり、５万９,

０００円の増額となります。 

 続きまして、１１番の岱明コミュニティセン

ター管理運営事業でございます。これは２７４万

９,０００円の追加をお願いするものでございま

す。 

 中身としましては、施設の修繕料でございます。

この岱明コミュニティセンターは、建設から既に

３０年が経過しておりまして、かなり設備等の老

朽化が進んでおります。そのために、今回指定管

理者が変わったということもございまして、内容

としましては、漏水関係でありますとか、機器の

調整ができない部分、浴槽の温度が自動で調整で

きないであるとか、塩素注入用の機器が、またこ

れもなかなか壊れてしまいそうな状況だというこ

ともございまして、そういった部分を交換をする

という内容でございます。 

 総合福祉課からは、以上でございます。 

○くらしサポート課長（平田光紀君） くらしサ

ポート課、平田です。 

 引き続き、予算資料の５ページ下段をお願いし

ます。 

 １２番、新規事業として、物価高騰重点支援給

付金事業で２億８,９６１万５,０００円の増額補

正をお願いするものです。 

 事業の概要は、現在の電力、ガス、食料品等の

価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影

響が大きい住民税非課税世帯等に対し、１世帯当

たり３万円をプッシュ型で支給するものです。 

 予算の内訳の主なものとして、支給事務実施に

伴う職員の時間外勤務手当１０８万２,０００円、

対象世帯への通知、返信用郵便料など、通信運搬

費２１３万２,０００円、基幹業務システム改修

業務委託４４万円、また、扶助費として、非課税

世帯９,０００世帯分２億７,０００万円、家計急

変世帯５００世帯分１,５００万円を計上してお

ります。 

 くらしサポート課からは、以上です。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野です。 

 ６ページをお願いいたします。 

 １５番、保育所運営事業８６３万円の追加でご

ざいますが、食材等の物価高騰等に伴う私立保育

所等の給食費の負担軽減のため、対象施設２５園

に補助を行なうもので、園児数に高騰した食材費

等、月額３３０円を乗じた１年分を補助するもの

でございます。財源につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金でござい

ます。 

 次に、１６番、保育所費（管・保・採）共通経

費６４１万２,０００円の追加でございますが、

公立保育所における園務管理システム導入に対す

る費用でございます。保育園務管理システム導入

業務委託として８１万４,０００円、パソコン、

タブレット等の備品購入費として５５９万８,０

００円をお願いしているところで、具体的には、

園児の登降園管理、給食管理、保護者連絡、職員

のシフト管理などを行なう予定としております。 

 なお、財源としては、国の２分の１補助で、デ

ジタル田園都市国家構想交付金を活用いたします。 

 以上でございます。 

○保健予防課長（村上洋治君） 保健予防課長、

村上でございます。 

 引き続き、予算資料６ページの中ほどをお願い

いたします。 

 １８番、出産・子育て応援事業２,３４９万９,

０００円の追加でございます。 
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 これは、妊娠期から出産、低年齢期の子育て家

庭の様々な相談に応じ必要な支援につなぐという

伴走型支援と、妊娠の届出時に出産準備給付金と

して、また出生届出時に子育て応援給付金として、

それぞれ５万円を給付する経済的支援を行なうも

のでございます。 

 事業の財源につきましては、出産・子育て応援

給付金として、伴走型支援の部分が国２分の１、

県４分の１、あと、市が４分の１の負担でござい

ます。経済的支援の部分が、国３分の２、県が６

分の１、市が６分の１の負担となっております。 

 以上で、健康福祉部所管に係る議第４３号の説

明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 質疑及び委員間討議はありませんか。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

 ６ページの３款民生費、ナンバー１６、公立保

育所の園務管理システム導入事業費ですが、先ほ

ど園務管理システムについては登園、そして、保

護者の連絡等のシステムのためということであっ

たんですが、今まではどういうふうなシステムで

管理をされてたのか。今回新たに入れ替える、こ

れ、端末を入れ替えられるという認識でよろし

かったでしょうか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長、中野です。 

 今までシステム自体が入っておりませんでした。

新規で導入するという形になります。 

○委員（大野豊重君） 大野ですけども。 

 ということは、端末も新しいものを、そして、

システムも新しいものということですね。いいで

す。 

 これは、公立ということなので３園だと思うん

ですけども、私立に対しては何かこの辺りという

のは、何か対応というのは考えられてないでしょ

うか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長、中野です。 

 私立に対してもですね、ＩＣＴの導入機器の補

助ということで、補助が令和２年からあってると

ころでございます。 

○委員（大野豊重君） レベル的には同じという

ことは、令和２年から私立のほうが先駆けてやっ

ていた、公立が遅れていたという認識になります

けど、間違いないでしょうか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長、中野です。 

 ですね。そのシステムを導入されたかどうかは

ちょっとはっきりはしないんですけど。ちょっと

待ってください。 

 すみません、お待たせしました。 

 今までは公立が補助の対象ではありませんでし

たので、私立のみがそのＩＣＴの補助対象でした。

今回は、デジタル田園都市国家構想を利用して入

れるという形になります。私立が先行されてたの

かなということです。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

 ちなみに、今回、これ、３園の全部で何台ぐら

い。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課、

中野です。 

 ＱＲコードリーダーが３台とタブレットが１４

台とパソコンが１台ということになってます。 

○委員（大野豊重君） すみません、パソコンが

１台ですか。パソコン１台でタブレット１４台、

ＱＲコードリーダーが３台で、この５５９万８,

０００円。こんなになりますか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長、中野です。 

 すみません、無線ＬＡＮのアクセスポイントが

あと６台あります。 

 あくまでも見積り段階の金額で予算を計上して

ますので、今から入札とかかけるんで、恐らく下

がってくるとは思いますけど。 
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○委員（大野豊重君） どんなに見積もっても多

分２００万円前後だと思うんですけども、かなり

の開きがあると思いますので、その辺りはしっか

りと精査をしていただいてやっていただければと

思います。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（大野豊重君） じゃあすみません。今回、

新しいシステムを公立に入れることによって、物

すごい改善する、公立も改善する、そして、安

心・安全にもつながるという認識でよろしかった

でしょうか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長、中野です。 

 委員御発言のとおりでございます。 

○委員（大野豊重君） 大野ですけど。 

 パソコンが１台で、今回、公立の３園とある思

いますので、パソコン１台ではなかなか難しいか

と思うので、その辺りをタブレットで対処をされ

ると思うんですが、もう少しあったほうがいいの

かなと思いますので、予算の範囲内であればパソ

コン数をもう少し増やして検討いただければと思

います。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。 

○委員（坂本公司君） 坂本です。 

 ６ページの１８番の出産・子育て応援給付金な

んですけども、すみません、いつの時点で幾らか

というのをもう一度教えてもらってよろしいです

か。 

○保健予防課長（村上洋治君） 保健予防課長、

村上でございます。 

 まず、経済的支援といたしまして、まず、妊娠

が分かって妊娠の届出をされた時点、これはほと

んど母子手帳の交付時期なんですけども、そこで

出産の準備金として５万円。あとは、実際、出産

されまして出生届を出される時点、これが子育て

応援給付金として５万円でございます。 

 以上でございます。 

○委員（坂本公司君） 坂本です。 

 双子とかそれ以上の場合というのは、その人数

分てことになるんでしょうか。 

○保健予防課長（村上洋治君） 保健予防課長、

村上でございます。 

 子どもさんの数の分でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

 ほかに。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 ６ページのですね、ナンバー１６、先ほどの公

立保育所園務管理システムのことなんですけど、

これは具体的に業務はどのように改善されるんで

すかね。例を挙げてほしかっですけど。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課、

中野です。 

 登降園管理についてはですね、入退出管理を、

園児の登降園を正確に把握できるっていうことと、

出欠状況の共有により園児一人一人の把握ができ、

安全管理を徹底できるということです。 

 あと、保護者連絡など、緊急連絡や園だよりな

どを一斉に配信することができる。保育所と保護

者双方のやり取りによって確認漏れを防ぐことが

できるということです。 

 あと、給食管理。保護者に献立表の一斉配信と

か、アレルギーや発達状況によって子どもに応じ

て献立ができるということで、職員間でも情報の

共有ができるということになっております。 

 以上です。 

○委員（前田正治君） 前田ですけど。 

 いろんな情報をやり取りするときですね、タブ

レットと保育所内のパソコン間でやり取りするな

ら、まあよかと思うんですけど、それ以外のは

やっぱシステムを利用するときに外のサーバーと

のやり取りがあるて思うとですけど、そうなった

場合のいわゆる保護者の名前、子どもの名前、あ

るいは１日の行動、そういったことの情報の漏え

いという点ではどぎゃんふうに考えるですかね。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課
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長、中野です。 

 具体的にはデジタル証明書等で二者間通信を外

部からの危機を保護したいと思ってるのと、あと

ですね、利用者が接続できるＩＰアドレスの制限

によってほかのところから接続できないようにす

るというのを考えているところでございます。 

○委員（前田正治君） 前田ですけど。 

 ほんなら、今んごたるいわゆるこの子どもがこ

ういった食物アレルギーがあるとか、そういった

情報も含めて外に漏れる可能性は今んところはな

いと考えとるわけですね。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長、中野です。 

 漏れる可能性はないと考えてるところです。 

 例えば実際の名前が必要ないような項目、何か

呼び名で呼んで分かるようなところについては、

実際の個人情報を入れずにできないかなというこ

とでは考えております。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（前田正治君） はい。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに質疑及び委員

間討議はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

 次に、議第４４号令和５年度玉名市国民健康保

険事業特別会計補正予算（第１号）を議題といた

します。 

 執行部の説明を求めます。 

○保険年金課長（松下 匡君） 保険年金課長の

松下です。 

 議第４４号令和５年度玉名市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）につきまして、御説

明します。 

 資料は、予算資料１０ページをお願いいたしま

す。 

 １番の一般管理費３,４３７万７,０００円の増

額は、国保事務処理標準システム導入作業に伴い

ます時間外勤務手当６０万７,０００円、同標準

システム業務委託３,３７７万円でございます。 

 地方公共団体情報システムの標準化に関する法

律の施行に伴い、自治体国保業務システムの統一

標準化のため、システム導入作業を令和６年度ま

で２か年かけて構築するものでございます。 

 導入の事前検討から、データ移行、開発、改修

作業などを行ない、令和７年度からの本稼働を計

画しているもので、財源としましては、県支出金

２,８９８万５,０００円が交付されるものでござ

います。 

 ２番の国保一般管理費人件費１３５万９,００

０円の増額は、４月１日付の定期異動に伴います

人件費の調整でございます。 

 以上で議第４４号の説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 議第４４号について質疑及び委員間討議ありま

せんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 質疑及び委員間討議

なしと認めます。 

 これにて質疑及び委員間討議を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議第４４号について

討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

 これより採決に入ります。 

 議第４４号令和５年度玉名市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）については、全員一

致をもって可決することに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

 次に、議第４５号令和５年度玉名市介護保険事

業特別会計補正予算（第１号）を議題といたしま

す。 
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 執行部の説明を求めます。 

○高齢介護課長（中川由美さん） 高齢介護課長

の中川でございます。 

 予算資料の１１ページをお願いいたします。 

 議第４５号令和５年度玉名市介護保険事業特別

会計補正予算（第１号）について御説明いたしま

す。 

 第１表、１から３まで、１款総務費、計６４１

万２,０００円の増額をお願いするものです。 

 今回の補正は、人事異動に伴う人件費の調整と、

会計年度任用職員の雇用期間継続に伴う昇給調整

が主なものです。 

 ３番の認定調査費等の増額分につきましては、

産休代替職員１名分と認定調査対象者の増加に係

る認定調査員２名分の人件費を含んでおります。 

 続きまして、１２ページ、お願いします。 

 ４款の地域支援事業１１万３,０００円の増額

につきましても、１款同様、会計年度任用職員の

雇用期間継続に伴う昇給調整でございます。 

 なお、今回補正の財源としましては、国、県の

地域支援事業交付金４万２,０００円、支払基金

から３万１,０００円、その他を一般財源として

おります。 

 以上で、議第４５号令和５年度玉名市介護保険

事業特別会計補正予算（第１号）の説明を終わり

ます。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 議第４５号について質疑及び委員間討議はあり

ませんか。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 認定調査員が増えるということなんですけど、

これは介護認定の申請者が増えるということなん

ですか。それとも認定調査員の今までの仕事量が

何か変わって、人間ば増やさんといかんように

なったんですかね。 

○高齢介護課長（中川由美さん） 高齢介護課長

の中川です。 

 今回増員しますのが、令和２年度から新型コロ

ナウイルス感染症に伴いまして要介護認定の臨時

的な取扱いについてということで、認定調査を１

２か月の範囲で延ばすことができておりました。

令和４年度の分につきまして、その１年延ばした

人たちの分がですね、今回、１,０４６件ほどあ

りますので、その分で通常の認定よりも多くなる

ということで増員しております。 

 以上です。 

○委員（前田正治君） 分かりました、はい。 

 前田ですけど。 

 大体分かったっですけど、結局認定が増えるで

しょう。じゃあそのいろんなプランばつくらんと

いかんでしょう。その辺の期間的な問題というの

は従来どおりでくっとですか。遅うなっとじゃな

かつかなて気がする、今、説明聞いて。 

○高齢介護課長（中川由美さん） 高齢介護課長

の中川です。 

 １件当たりの調査時間と１人当たりの調査件数

とを年間の認定調査をするであろう件数ではじい

ておりますけれども、それによりますと、増員す

ることによって大体できるようになっております。 

○委員（前田正治君） いやいや。前田ですけど。 

 認定者が増えるでしょう。それに応じてプラン

をつくらんといかんでしょう。介護プランをです

ね。だけん、増えた分の介護できるような対応も

きちんとでくっとだろうかて。 

○高齢介護課課長補佐兼事業所指導係長（中川真

紀代さん） 高齢介護課課長補佐兼事務所指導係

の中川といいます。 

 認定更新延長の分につきましても、今までもケ

アプランはつくられておりましたので、そこの部

分は変わらないと考えております。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（前田正治君） まあ、よかです。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに質疑及び委員

間討議はありませんか。 
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   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議第４５号について

討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

 これより採決に入ります。 

 議第４５号令和５年度玉名市介護保険事業特別

会計補正予算（第１号）については、全員一致を

もって可決することに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

 ここでですね、昼食のため、暫時休憩いたしま

す。再開は午後１時からといたします。 

－－－－－－○－－－－－－ 

午後 ０時０３分 休憩 

午後 １時００分 開議 

－－－－－－○－－－－－－ 

○委員長（多田隈啓二君） 休憩前に引き続き、

委員会を開きます。 

 次に、教育部所管の審査を行ないます。 

 審査に入る前に、定期人事異動で新しい配置と

なられました職員の皆さんに自己紹介をお願いし

たいと思います。順次お願いいたします。 

○教育部首席審議員（荒谷邦治君） こんにちは。

教育部首席審議員を務めます荒谷と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（多田隈啓二君） 今後ともですね、よ

ろしくお願いします。 

 それでは、議第４３号令和５年度玉名市一般会

計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○教育総務課長（西原正信君） 教育総務課長の

西原です。 

 これから審査いただきます一般会計に係る教育

部所管の予算資料の範囲についてでございますが、

８ページ目の事業ナンバー３７番から９ページの

４０番岱明学校給食センター事業まででございま

す。 

 それでは、主な事業の内容について御説明いた

します。 

 予算資料の８ページ目をお願いいたします。 

 事業ナンバー３７の奨学金事業ですが、本年４

月１８日に株式会社杉浦解体様から１００万円の

御寄附をいただき、これを財源に、歳出は教育振

興のためにお役立てくださいということでしたの

で、教育振興特別基金積立金へ１００万円の積立

てを行なうものでございます。 

 次に、事業ナンバー３８の外国語指導事業です

が、１月の最終の意向調査の結果、外国語指導助

手、ＡＬＴの１名の方が２年間で退任の意向を示

されたので、本年８月上旬に新しく赴任される方

の関係経費で、補正額１０３万８,０００円でご

ざいます。 

 内訳といたしまして、旅費７万４,０００円は、

１名分の来日直後のオリエンテーションと熊本市

で行なわれる新規来日オリエンテーション代でご

ざいます。消耗品費の５万２,０００円は、寝具、

カーテン、生活に必要な消耗品費でございます。

保険料３,０００円は、新旧ＡＬＴのＪＥＴ傷害

保険の差額でございます。使用料１,０００円は、

オリエンテーション時の駐車料金でございます。

借上料１９万８,０００円は、新任アパートの増

額分でございます。備品購入費２５万５,０００

円は、ガスコンロ、電子レンジ、冷蔵庫、エアコ

ン等の購入費でございます。出席負担金１６万５,

０００円は、オリエンテーション費用でございま

す。外国語指導助手渡航費用負担金の２９万円は、

新しいＡＬＴの平準化対象都市からの来日渡航費

用でございます。 

 次に、事業ナンバー４０の岱明学校給食セン

ター事業の１４０万５,０００円は、冷却機能付

き消毒保管庫が９６万８,０００円で、食器・食

缶洗浄機が４３万７,０００円で、それぞれ２０
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年以上を経過し、故障したため、緊急的に修繕を

行なうものでございます。 

 以上で、教育部所管に係る議第４３号の説明を

終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 質疑及び委員間討議はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 質疑及び委員間討議

なしと認めます。 

 これにて質疑及び委員間討議を終結いたします。 

 以上で議第４３号令和５年度玉名市一般会計補

正予算（第２号）に関する質疑及び委員間討議は

全て終結いたしました。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

－－－－－－○－－－－－－ 

午後 １時０４分 休憩 

午後 １時０６分 開議 

－－－－－－○－－－－－－ 

○委員長（多田隈啓二君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 これより討論に入ります。議第４３号について

討論はありませんか。 

○委員（大野豊重君） 令和５年度玉名市一般会

計補正予算（第２号）については、一部反対をい

たします。 

 その内訳として、２款のナンバー３の市内サテ

ライトオフィスの施設を整備し、エリアの特性に

合わせた企業をターゲットとして誘致を行なうこ

のサテライトオフィス等拠点整備支援補助金につ

いては、これは国の、２分の１がデジタル田園都

市国家構想交付金なので、それの国の要件がまだ

はっきりと確認できていない中で、金額的にも高

額であるために、また、進出のサテライト対象企

業が２か所、２事業者、いわゆる４者のみという

のは少な過ぎると思いますので、これについては

反対をいたします。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに討論はありま

せんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて討論を終結

いたします。 

 これより採決に入ります。 

 議第４３号令和５年度玉名市一般会計補正予算

（第２号）については、異議がありますので挙手

による採決をいたします。 

 議第４３号について可決することに賛成の諸君

の挙手を求めます。 

   ［賛成者挙手］ 

○委員長（多田隈啓二君） 賛成多数であります。

よって、議第４３号については可決すべきものと

決しました。 

 以上で、今回の予算決算委員会に付託されてい

る案件の審査は終了いたしました。 

 ここでお諮りいたします。 

 委員長報告の作成につきましては委員長に御一

任願いたいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認めま

す。よって、さよう決定いたしました。 

 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 これにて予算決算委員会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

－－－－－－○－－－－－－ 

午後 １時０８分 閉会 

 

 

 

 

 

玉名市議会委員会条例第３０条第１項の規定によ

り、ここに署名する。 

 



 

 －27－ 
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